
児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、子ども
が心身ともに豊かな発達ができるように支援するところで
す。行事の詳しい内容は児童館にお問い合わせください。
なお、市ホームページに児童館だよりを掲載しています。

※お金やゲームなど貴重品は持ってこないように、また、持たせないようにしてください。

▲市ホームページ児童館だより
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申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555
トレーニングルームと歴史資料館は点検のため、5月 31日㈮が休館日です。

第１回 ふるさと探訪まちめぐりバス
合志三十三観音巡り

●と　　き　 ６月７日㈮
　　　　　   午前９時～午後３時 30 分
　　　　　  （少雨決行）
●集　　合　  ・御代志市民センター（午前９時）
　　　　　    ・ヴィーブル（午前９時 20 分）
●対　　象　市民（定員30人）※応募者多数の場合は抽選。

●参 加 費　８００円程度（昼食代）
●申込期限　５月 31 日㈮　午後５時　

●と　き　 5 月 24 日㈮　午前 10 時～
　　　　　 受付　午前 9 時 30 分～
●ところ　   ヴィーブル文化会館
●内　容　 1 オープニング
　　　　　　出前人権歌声喫茶
　　　　　　さしより生バンド　演奏
　　　　　2 市長講話
　　　　　　演題　「市政について」
　　　　　　講師　合志市長　荒木義行

※参加費無料、申し込み不要。
※今年度から送迎はありません。

と　　き　５月 18 日㈯
　　　　　午後１時 30 分～３時
対　　象　誰でも参加できます
　　　　　（幼児は保護者同伴）
定　　員　当日の先着 10 人程度
参 加 費　無料
内　　容　アイロンビーズで素敵はマグ
　　　　　ネットを作ってみよう
　　　　　※申し込み不要

と　　き　６月8日㈯
　　　　　午前９時45分～正午
と こ ろ　ふれあい館近くの田んぼ
　　　　　（ふれあい館集合、雨天中止）
対　　象　幼児～高校生までの子どもと
　　　　　その家族
定　　員　50人程度
参 加 費　１人１００円（1歳未満は無料）
　　　　　※参加費は当日集めます。
内　　容　田んぼでどろんこになって宝
　　　　　探しなどをして遊びます。遊ん
　　　　　だあとにおにぎりを食べます。
持ってくるもの　水着（汚れてもよい服装）、
　　　　　ゴーグル、着替え、汚れ物入れ、
　　　　　バスタオル、ビニール袋、 遊び
　　　　　道具、 飲み物、 カッパ
申込開始　５月20日㈪　午前９時～
申込方法　ふれあい館窓口または電話で
               お申し込みください。

と　　き　５月19日㈰
　　　　　午前10時～正午
対　　象　小学生
定　　員　先着15人程度
参 加 費　無料
内　　容　「作る楽しさを身近に」をコン
　　　　　セプトに、ペットボトルを再利
　　　　　用した工作をします。
　　　　　キラキラかわいいビーズでデ
　　　　　コレーションしておしゃれな貯
　　　　　金箱を作りましょう。
申込方法　児童館窓口または電話で、
　　　　　本人か家族の人がお申し込み
　　　　　ください。

と　　き　５月30日㈭
　　　　　午前10時30分～
対　　象　乳幼児とその保護者
定　　員　先着20組
参 加 費　無料
内　　容　親子で楽しめる、ふれあい体操
　　　　　です。　初めての人もお気軽に
　　　　　ご参加ください。
持ってくるもの　タオル、飲み物
申込方法　児童館窓口または電話で
　　　　　お申し込みください。

ヴィーブル&コミュニティ情報

今回は市内にある 10 カ所の観音堂を巡ります。

5 月から市民講座が始まります
　5 月は開講式です。さしより生バンドの楽しい
歌と語り、市長の軽快かつ熱い話で、健康都市こ
うしのことをもっと知ってみませんか。
　皆さんお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

児童館 だより

東児童館
☎248-5203

アイロンビーズで
マグネットをつくろう

キラキラビーズでデコる
おしゃれ貯金箱

田んぼであそぼう
どろりんピック☆２０１９

ママといっしょに
３Ｂ体操

開館時間／午前8時30分～正午
　　　　　午後1時～5時
休館日／月曜日、第2日曜日、祝日

泉ヶ丘市民センター
児童館 ☎248-3453

開館時間／午前8時30分～正午
　　　　　午後1時～5時
休館日／月曜日、第2日曜日、祝日

西児童館（ふれあい館内）
☎242-7008

開館時間／
〈月～土曜日〉午前8時30分～午後5時15分
〈日曜日〉午前9時～午後5時15分
休館日／祝日、第4月曜日
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